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研究成果の概要（和文）：成人双生児を対象に、労働者の働き方が慢性疲労に及ぼす影響を探ることを目的とした。調
査は質問紙を用い、働き方（職歴・職種・雇用形態・労働時間・シフトの有無など）、職業性ストレス、および慢性疲
労等について回答を得た。解析の結果、過重労働を示す項目で有意に関連が強く、その有意性は遺伝環境要因を統制し
た後も変化しなかった。このことから、過重労働は慢性疲労に直接影響することが示唆された。仕事における自由裁量
の有無や自分との適合性に関する項目では、自己裁量が大きいほど慢性疲労の得点が有意に低かった。このことから、
自己裁量を増やすなどの働き方の工夫によって、慢性疲労の予防効果が期待できることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：To examine the influences of work-style and lifestyle on chronic fatigue, 
questionnaire surveys were conducted using adult twins based on a Japanese twin registry. Using twin 
pairs as cases and controls, a crude association can be adjusted for genetic and shared environmental 
factors. Work-styles measured in this study were: the pattern of employment (e.g. permanent or 
temporary), working hours, shiftwork and nightwork, workload, and the presence or absence of discretion 
in making decisions. Chronic fatigue was measured using Chalder Fatigue Scale. We found that neither 
shiftwork nor nightwork had association with chronic fatigue, whereas overwork had significant 
association with chronic fatigue even after adjustment. As to discretion, those who could use their 
discretion showed lower Chalder Fatigue Scale scores. In summary, our findings may imply that overwork 
has direct influences on chronic fatigue, and that the presence of discretion prevents or mitigates 
chnonic fatigue.

研究分野：公衆衛生学、健康科学
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１．研究開始当初の背景 
(1) 不安やストレスを抱えた労働者の割合は、
厚生労働省の平成 19年 労働者健康状況調査
によると約 6割にも及ぶ。不安やストレスの
蓄積により、勤務に支障が出るほどの疲労、
頭痛、抑うつ症状に至り、その中には明らか
な疾患（生活習慣病、大うつ病性障害など）
の発症に至る労働者もいる。最悪の場合、自
殺に至るケースも存在することが社会的問
題となっている。 
 
(2) 多数の労働者が、精神面が不健康なまま
勤務を継続しており、職場のメンタルヘルス
対策方法の確立が急務である。そのためには、
メンタルヘルスに関する保健指導等を担う
看護職者が、個々のワークスタイルやライフ
スタイルを考慮した的確な指導によって心
身症状を予防する体制を整備することが喫
緊の課題である。しかしながら、ワークスタ
イルやライフスタイルは多種多様な因子の
交互作用の現れであるため、エビデンスが確
立されていないのが現状であった。 
 
２．研究の目的 
本研究は、労働者の働き方や生活習慣と心
身症状発症との関連やそのメカニズムを、成
人双生児を用いた研究によって解明するこ
とにより、職場における実効ある保健指導対
策の確立に資することを目的とする。双生児
研究法は、遺伝的に同一かつ幼少期（母胎内
を含む）の環境を共有する一卵性双生児を対
象とすることにより、曝露要因の影響を鋭敏
に比較検討できる有力な研究方法である。 

 
３．研究の方法 
(1) 大阪大学ツインリサーチセンターが把握
している成人双生児を対象に、郵送質問紙調
査を実施した。また、専用ウェブサイトでの
回答にも対応できるように、システムを構築
した。 
 
(2) 内容は、基本属性（卵性に関する項目を
含む）・疾病の有無・生活習慣などのほか、
労働に関する項目として、職歴・職種・雇用
形態・労働時間・夜勤や不規則勤務の有無・
職業性ストレス（厚生労働省研究班作成）に
ついて尋ねた。現在就労している者は現在の
働き方の状況について、現在は就労していな
い者については、これまでで最も長期間にわ
たって就労していた職業における働き方に
ついて、それぞれ回答するよう指示した。 
 
(3) 慢性疲労は国際的に利用されている
Chalder Fatigue Scale日本語版（14項目）
を用い、4件法 56点満点で回答を得た。慢性
疲労の合計得点が 30 を超えている者を「慢
性疲労あり」と定義した。また、双生児ペア
のうち一方が「慢性疲労あり」に該当し、も
う一方が該当しないペアのうち、さらに両者
の得点差が 7点以上のペアを「不一致ペア」

と定義した。 
 
(4) 解析はツインであることを考慮しない解
析（GEE）と考慮する解析（co-twin control
法）の 2段階で行い、関連の強さを比較した。
統計解析は、SAS version 9.2を使用した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 本研究の解析の原理 
 
 
(5) 上の図は、本研究における解析の原理を
模式的に表したものである。第 1段階のGEE
は、ツインであることを考慮していない見か
け上の関連（図の破線部分）であり、遺伝・ 
共有環境による交絡（図の楕円で囲まれた部
分）の影響が含まれたままになっている。第
2段階の co-twin control法はツインペアどう
しの比較であるから、遺伝要因および共有環
境要因が統制（調整）される。もし、統制（調
整）後の関連が有意でなくなったとすれば、
GEEでの見かけ上の関連は、「働き方」と「慢
性疲労」の双方に影響する遺伝環境要因が存
在していることを示唆すると解釈できる。 
 
４．研究成果 
(1) 慢性疲労の項目の回答が有効であった
561 人を解析対象とした。平均年齢は 61.3
歳、標準偏差は 18.8歳であった。このうち、
現在就労している者は概ね 60％であった。 
 
(2) ペアの双方が慢性疲労の項目に回答した
のは 227 組で、そのうち不一致なペアは 52
組であった。慢性疲労の得点の平均値は
29.85、中央値は 30であった。また、ペア間
の得点差の中央値は 7点であった。なお、不
一致なペア数が少ないため、卵性ごとの解析
は行わず、一卵性および同性の二卵性のペア
をまとめて、以降の解析を実施した。 
 
(3) 職業性ストレスのうち、夜勤や不規則勤
務を示す項目については、いずれの解析でも
オッズ比が有意にならなかった。このことか
ら、夜勤や不規則な勤務は、それ自体が慢性
疲労を生じさせるわけではなく、例えば慣れ
によってそのような働き方も可能であるこ
とが示唆された。解析結果をまとめた表を次
ベージに掲げる。 
 

遺伝・共有環境要因 

働き方 慢性疲労 



(4) 過重労働を示す項目（「非常にたくさんの
仕事をしなければならない」「一生懸命働か
なければならない」）で慢性疲労との有意な
関連が GEE で見られ、そのオッズ比は
co-twin control法を用いても非有意に低下し
なかった。これは過重労働と慢性疲労との間
の関連は見かけ上のもの（ストレスを感じや
すい人ほど慢性疲労にもなりやすい、など）
ではなく、直接的な影響があることを意味す
る。過重労働はそれ自体が慢性疲労の危険因
子と見なすべきであろう。 
 
(5) 仕事における自由裁量の多寡を示す項目
（「自分のペースで仕事ができる」「仕事内容
は自分に合っている」）では、自己裁量が大
きいほど慢性疲労の得点が低いという有意
な関連が GEE で見られ、そのオッズ比は
co-twin control法を用いても有意のままであ
った。このことは、たとえ仕事量が同一でも、
そこでの自由裁量・自己裁量が大きくなるよ
うな働き方を工夫することによって、職業ス
トレスに伴う慢性疲労を予防できる可能性
を示唆するものと言える。 
 
(6) 本研究で得られたデータの解析は続行中
であり、さらに多角的な視点から検討を進め
ていくことにしている。 
 
 
表 2 段階の解析における関連の強さの比較 
（上段はオッズ比、下段は 95％信頼区間） 
 

 GEE co-twin 

夜勤がある 
0.87 0.57 

0.52 – 1.47 0.17 - 1.95 

不規則な勤務が
ある 

1.41 1.86 

0.93 – 2.14 0.74 – 4.65 

非常にたくさん
の仕事をしなけ
ればならない 

1.75 3.25 

1.19 – 2.58 1.06 – 9.97 

一生懸命働かな
ければならない 

1.68 5.00 

1.09 – 2.57 1.10 – 22.8 

自分のペースで
仕事ができる 

0.63 0.33 

0.44 – 0.91 0.12 – 0.92 

仕事の内容は自
分に合っている 

0.49 0.33 

0.30 – 0.78 0.07 – 1.65 
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